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≪写真 1≫ピンクがかった、不思議な色の夕陽  

 

≪写真 2≫黄金色の御来光  

 

≪写真 3≫朝焼け (山頂より三岩岳方面の眺望 ) 

 

 

 

先日山で出会った方と、後日マイミクつながりになると、 

 

共通のマイミクの中に、駒の小屋の小屋番さんがいるーーーーー !!  

 

 

 

山の世界はなんと狭い!?  

 

でもひょんなところで、誰かと誰かがつながっているのは本当に面白い  

 

 

 

というところで、話はさらに盛り上がり  

 

急きょ実現、会津駒ヶ岳山行 !!  
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前日のマイラバ効果が続き、ココロはスッキリ  

 

登山道は、昨年もほぼ同時期に行ったので、感覚は慣れたもの  

 

霧の中のブナ林は幻想的だったが、今年の青空の下のブナ林はすがすがしい  

 

昨年仲良くなった小屋番さんご夫婦に会えたのも嬉しかった  

 

3 点セット(夕陽、満天の星空、御来光 )もバッチリ  

 

ピンクがかった不思議な色の夕陽には、またも涙腺が…  

 

(→最近涙もろくなっているのか? オッサン化 !? ) 

 

残雪の会津駒ヶ岳には、みんなで登頂 !!  

 

さらに遮るもののない真っ白な稜線を進めば、中門岳は貸切状態  

 

みんなが無事に下山できたことも、なによりなこと!!  

 

帰りの車の中も、世間話やら山の話やら…、いろいろと楽しい時間  

 

 

 

 

こういう形で山仲間が増えていくのも、ありがたいものです  

 

 

 

 

【5 月 2 日 (日 )】 

11:05 国道 (登山道入口 ) 

(→ここで、冬道のショートカットに入ってしまい、ちょっと迷う。) 

12:00-12:15 滝沢登山口  

12:50-12:55 約 1250m 地点でアイゼン装着  

(→昨年は約 1450m 地点で装着したので、今年の方が雪が深い!?) 



13:40-13:50 休憩  

14:45-14:50 休憩  

15:35-15:40 休憩  (→森林限界を超え始める) 

16:30-16:35 休憩  (→駒の小屋が見えてからも長い!?) 

17:00 駒の小屋  

 

 

【5 月 3 日】 

4:40 駒の小屋  (→御来光が顔を出し始める!!) 

4:55-5:05 会津駒ヶ岳  (→御来光、さらに拝む!!) 

5:15 駒の小屋  (→朝食 ) 

 

7:20 駒の小屋  

7:40-7:50 会津駒ヶ岳  

8:20 中門岳の手前  

9:00-9:35 駒の小屋  

(→これより雪の中を、ザクザク下る。爽快 !!) 

10:50 約 1250 地点(→アイゼンをはずす) 

11:00 滝沢登山口  

(→夏道ショートカットに入れば、イワナシの花が!! 春だね。) 

11:25 国道 (登山道入口 ) 

 

 

----------------------- 

 

【ww の温泉レポ】 

 

駒ヶ岳や尾瀬に幾度か来たので、このあたりの温泉情報もわりと詳しくなってきたかも !? 

 

アルザ(→駒ヶ岳登山口入口付近 ) 

(→今回は通常よりも割引料金だったので、ここに行ってきました。) 

→プール付きの施設のため、子供たちが多い。値段のわりには…。 

 

燧の湯(→桧枝岐村、上の原バス停前 ) 

→静かな佇まいで、露天からの眺めもよし。 

 付近には、美味しいお蕎麦屋さんも! 今のところはここに一票  



 

駒の湯(→桧枝岐村役場付近 ) 

→まだ行ったことがなく、次回はここか!? 

 (噂によれば、燧の湯よりはコンパクトらしい!?) 

 

「夢の湯」(→会津高原尾瀬口駅付近 ) 

→硫黄好きにはたまらないかも…(個人的には苦手なニオイです。。。) 

 バスと電車の時間を見計らうと、ここを利用するのも手。 

 

「岩風呂」(→鬼怒川公園駅付近 ) 

 →可もなく、不可もなく。でも駅から 3 分で立地はよしっ!! 

 

 

 

こういうのも、書いとかないと忘れちゃうね…  

 

 

------------------------------ 

 

 

追記： 

 

実は、ww の連休はまだまだ続き、明日から旅に出てきます  

 


